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平成２９年 第１１回定例会  

岩見沢市教育委員会会議録 

（平成２９年１１月２１日）  

 

○本委員会に付議した議件  

 １ 報告第１６号 教育長の一般経過報告について 

 ２ 議案第５３号 岩見沢市立学校職員の服務について 

 ３ 議案第５４号 平成２９年度教育委員会関係補正予算について 

 ４ 議案第５５号 岩見沢市保育士等人材バンク設置運営要綱の設定について 

 ５ 協 議 １ １ 平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版

結果報告書」への市町村別結果の掲載について 

  そ の 他  

 

○本委員会に出席した者 

 教 育 長  三  角  光  二 

 委 員 武  藏  輝  彦 

 委 員 秋  山  信  也 

 委 員 渡  邉  律  子 

 委 員 杉  野  幹  夫 

 

 教 育 部 長  山  下     修 

 子育て支援推進担当次長 鈴  木  栄  基 

 学 校 教 育 課 長 加  藤  信  浩 

 指 導 室 長  松  本  伸  彦 

 学 校 給 食 課 長 合  川  和  幸 

 生涯学習・文化・スポーツ振興課長 相  河     学 

 教 育 施 設 課 長 清  水  誠  志 

 子ども課子育て支援係長 森     勝  哉 

 図 書 館 長 杉  原  理  美 

 緑陵高等学校事務長 川  原  卓  也 

 事務局学校教育課総務係長 石  川  貴  規 

事務局学校教育課総務係 浦  下  真  実 
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午後２時００分 開会 

○三角教育長 ただ今から、平成２９年第１１回教育委員会定例会を開催いたします。  

 本日の署名委員につきましては、渡邉委員さんにお願いをいたします。  

 初めに、日程番号１、報告第１６号 教育長の一般経過報告について 私から説明いた

します。 

 １０月１９日、臨時空知管内市町教育委員会教育長会議が招集されました。内容につき

ましては、既に報道等でご承知かと思いますが、美唄市の小学校教頭による窃盗にかかわ

っての服務規律の徹底についてでした。 

 それから、２１日、岩見沢市立北真小学校開校３０周年記念式典に出席しております。 

国歌を校歌並みに歌われていたことが印象的で、非常に元気な歌声でした。それから、

卒業式に向けてということもあるのでしょうが、司会進行を教頭や教職員が担当し、執り

行っていました。 

 ３１日、教頭・主幹教諭受験者研修会に出席しております。１時間ほどお話ししました

が、今年度、教頭１２名、主幹教諭１名が市内から受けております。管内で必要数が今現

在２５名と言われています。  

 １２月１日、小学校長・中学校教頭人事異動辞令交付式ということで、これにつきまし

ては、第二小の山谷校長の休職に伴う人事異動になっています。第二小の校長には、緑中

の小山田教頭が校長に採用。そして、緑中の教頭には、豊中の松野教頭が入っております。

豊中の教頭には、光陵中の鹿野教員が昇任しております。  

 ６日、平成２９年度北海道都市教育長会秋季定期総会が北見市で開催されております。

ここにつきましては、道と道教委の要望事項に対して検討をしております。 

 １２日、岩見沢市立美流渡中学校開校７０周年記念式典に出席しております。これには、

歴代校長を初め地域の皆様方が多数参加されていて、地域に開かれた学校ということを体

現している式典だったと思いました。 

 １４日から１５日にかけて、岩見沢市職員採用試験ということで、面接試験を実施して

おります。５０人以上の受験生がおりました。  

 以上、私からの一般経過報告とさせていただきます。委員の皆様から、ご意見ご質問等

がございましたらお願いいたします。  

（「ありません」という声あり）  

○三角教育長 ご意見ご質問等がなければ、本報告については終了いたします。  

 続きまして、議案に対する提案理由について説明を求めます。  

○山下教育部長 議案第５３号 岩見沢市立学校職員の服務について。 

 市立学校職員の服務について、北海道教育委員会に内申をしようとするものであります。 

 議案第５４号 平成２９年度教育委員会関係補正予算について。 

 平成２９年度教育委員会関係補正予算について意見を求めるものであります。  

 議案第５５号 岩見沢市保育士等人材バンク設置運営要綱の設定について。 
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 保育・幼児教育・学童保育の指導などに携わる人材の確保を図るため、保育士または幼

稚園教諭の資格を有する人材情報を登録する制度に関し、必要な規定の整備を行おうとす

るものであります。 

 なお、議案第５３号につきましては、人事案件のため秘密会にて審議をお願い申し上げ

ます。 

 以上であります。 

○三角教育長 ただ今、事務局より、日程番号２、議案第５３号 岩見沢市立学校職員の

服務について につきましては、人事案件のため、秘密会という形で会議を進行してほし

い旨の申し出がありました。そのように進めてもよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 それでは、議案第５３号につきましては、秘密会として取り扱うこととし

て、後ほど説明をしていただくことといたします。 

 続いて、日程番号３、議案第５４号 平成２９年度教育委員会関係補正予算について を

審議いたします。  

 説明をお願いいたします。  

○鈴木子育て支援推進担当次長 それでは、市議会第４回定例会に提出予定の補正予算要

望について、ご説明いたします。  

 最初に、保育所入所運営事業でございます。補正要求額としましては、５，６９２万４，

０００円となっております。補正の要因として、３点ございます。  

 １点目は、認可保育所の入所児童数の減少による減額であります。１・２歳児の認可保

育所利用が延べ月数にしまして４，２１４名を見込んでいたのですが、その見込みから４

０名減ります。また、３歳児が２，６１４名を見込んでいたのですが、２名ほどそれぞれ

減少していくということでありまして、一方で、４から５歳児が５１０名を見込んでいた

のですが、２５名ほど増加します。ただし、単価の高い１・２歳児が減少したということ

から約４０７万円の減額となります。  

 次に２点目の理由になりますが、保育士全体の処遇改善に伴うものであります。保育の

質の向上を図るために、認可保育所への委託料に含まれています保育士の処遇改善加算の

加算率が一律に２％上昇したことによりまして、年額として２，４８２万円増額となりま

す。 

 さらに３点目として、同じく保育士として技能や経験を積んだ職員に対し、全産業の女

性労働者との賃金格差を是正するといった趣旨から、副主任クラスに月額４万円、職務別

リーダーに月額５，０００円、それぞれ手当が増額されたことによりまして、賃金と法定

福利費とを合わせました年額として３，６１７万円の増額となります。２％の収入改善に

ついての影響額は、１園当たり年間１７０万から１８０万円程度。副主任ほか処遇改善に

伴う影響額としましては、１園当たり２７０万から２８０万円程度になる見通しでありま

す。 
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 これらによりまして、保育所入所運営事業につきましては、合計で５，６９２万４，０

００円の増額を要望するものでございます。  

 次に、２本目として、幼稚園入所運営事業です。これにつきましては、新制度幼稚園を

対象とするもので、保育所入所運営事業と同じ理由によりまして、児童数の増減、幼稚園

教諭等に対する２つの処遇改善に伴うものでございます。  

 １点目の入所児童の増減につきましては、新制度幼稚園市内３園と、広域利用になって

います美唄、江別の幼稚園それぞれ１園ありますが、合計５園の入所に対する児童の増減

によるものであります。児童数の見込み数は、４３３名に対して、全体では若干減少する

見通しなのですが、単価の高い満３歳児の利用が増えたことによりまして、１２７万円の

増額となります。一方で、保育所と同様に２％の処遇改善に伴いまして３９５万円、副主

任及び職務別リーダーに対する手当分としまして９０４万円がそれぞれ増額となります。  

 以上、３つの理由に基づきまして、幼稚園入所運営事業につきましては、合計で１，４

２５万５，０００円の増額を要望するものでございます。  

 以上、市議会第４回定例会に提出予定の保育所入所運営事業並びに幼稚園入所運営事業

の補正予算要望の説明でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。  

○三角教育長 ただ今、議案第５４号についての説明がございました。委員の皆様から、

ご意見ご質問等がございましたらお願いいたします。  

（「ありません」という声あり）  

○三角教育長 それでは、この件についてご異議がなければ、このようなことで決定させ

ていただいてよろしいでしょうか。  

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 それでは、議案第５４号につきましては、原案のとおり決定いたします。  

 なお、議案第５４号につきましては、１２月の市議会第４回定例会に諮られ、市議会の

議決を経て決定されます。  

 続きまして、日程番号４、議案第５５号 岩見沢市保育士等人材バンク設置運営要綱の

設定について を審議いたします。 

 説明をお願いいたします。 

○鈴木子育て支援推進担当次長 それでは、岩見沢市保育士等人材バンク設置運営要綱の

ご説明をいたします。 

 この要綱の設置に至った経緯でありますが、平成２７年度から動き始めました国による

子ども・子育て支援新制度による子育て支援策の拡充によりまして、担い手となります保

育士・幼稚園教諭に対するニーズが高まり、保育所・幼稚園で人材を確保することが以前

より増して容易ではない状況になっていることから、人材情報を一元化し、仕事を探して

いる、あるいは資格を持ちながら現場を離れている保育士・幼稚園教諭が希望する職場に

関する情報を見やすくし、担い手の確保につなげることにより、保育と幼児教育の質の向

上を目指そうとするものであります。要綱、様式案については、配付しているとおりでご
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ざいますが、最後のほうに、人材バンク登録から活用までの流れを示した模式図がござい

ますので、こちらをごらんいただきたいと思います。 

 まず、①と書いていますが、①番目として、保育士・幼稚園教諭の資格を持つ希望者が、

岩見沢市と書いてあります人材バンクに登録をいたします。登録に当たりましては、氏名、

年齢、資格、勤務条件などを記入していただきます。それらの情報の有効期限なのですが、

年度末ということで年度更新を予定しております。 

 次に、市は、②番目としまして、人材バンクに登録があった保育士・幼稚園教諭の資格

の種別、職歴などを、③番目として、求人情報の提供を求める施設に提供いたします。こ

の際、図の下、米印に記載していますように、個々人の情報ではなくて、資格や希望する

勤務形態等に区分した登録人数などをお知らせする形式をとります。市が運営いたします

保育所や児童館、また法人立保育所や幼稚園は、③番目として、求人情報を人材バンクに

登録をいたします。 

 市は、④番目でございますが、③番目の手続を経て登録があった施設の求人情報につい

て、例えば、非常勤を希望していても、提示される条件によっては、希望が変わることも

ありますので、そういったことを考慮し、広く登録者に対して情報を提供いたします。そ

の情報を見た登録をした各希望者が、話を聞いてみたいと思えば、直接その施設に連絡を

とるということができるようにするものであります。 

 以上が保育士等人材バンクの全体の流れでありまして、これに沿った規定の様式等を要

綱により定めるものであります。 

 なお、同様の取り組みは、近隣他市として、江別市、北広島市、千歳市、石狩市などで

先行して取り組んでいるものでありまして、一定の成果は上がっているとお聞きしていま

す。 

 以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○三角教育長 ただ今、議案第５５号についての説明がございました。委員の皆様から、

ご意見ご質問等がございましたらお願いいたします。  

○武藏委員 現状では、こういう斡旋について、教育委員会は関与していないということ

ですか。 

○鈴木子育て支援推進担当次長 そうです。こういう保育士が欲しい、幼稚園教諭が欲し

いというお話を聞くことはいろいろな機会でありますが、現状では関与していません。 

○武藏委員 中身については問題ないだろうと思いますし、市役所は、個人情報を管理す

るのは長けているから問題ないと思います。ただ、また管理する、事故が増えるのかとい

う心配はありますが、適切に運用していただければよいと思います。 

○三角教育長 江別市は、結構な運用、活用がされているのでしょうか。  

○鈴木子育て支援推進担当次長 数件そういう実績があるとお聞きしています。 

○三角教育長 ほかございますか。  

（「ありません」という声あり）  
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○三角教育長 それでは、この件についてご異議がなければ、このようなことで決定させ

ていただいてよろしいでしょうか。  

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 それでは、議案第５５号につきましては、原案のとおり決定いたします。  

 それでは、日程番号５、協議１１ 平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査

「北海道版結果報告書」への市町村別結果の掲載について を審議します。 

 説明をお願いいたします。 

○松本指導室長 協議１１ 平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道

版結果報告書」への市町村別結果の掲載について、ご説明いたします。 

 資料にございますように、１０月１７日付、北海道教育委員会教育長名の文書で、平成

２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報告書」への市町村別結果

の掲載について、照会がありました。 

 同調査の実施要領において、都道府県教育委員会は、域内の市町村教育委員会の同意を

得た場合には、当該市町村名または学校名を明らかにした公表を行うことができるとされ

ております。これを受け、北海道教育委員会として、市町村教育委員会の同意を前提とし

て、「北海道版結果報告書」に市町村の結果を公表することを決定し、岩見沢市教育委員会

に対しての結果公表について同意を求めてきたものであります。なお、道教委は、学校別

の結果は明らかにする考えはないとのことであります。 

 岩見沢市の調査結果につきましては、今後、結果が出次第、例年どおり、教育研究所に

て詳細な分析を行い、改善策も含め、教育委員会にお諮りをし、教育委員会ホームページ

に掲載する形で市民に向け公表したいと考えております。 

 資料の２枚目に、同意回答書がございます。さらに、次のページから当調査の実施要領

を掲載しております。 

 以上で説明を終わります。ご協議のほどよろしくお願いいたします。 

○三角教育長 ただ今、協議１１についての説明がございました。委員の皆様からご意見

ご質問等がございましたらお願いいたします。  

○秋山委員 個人や学校が特定されず、全体としてであれば、公表は今までどおりでいい

のではないかと思います。 

○三角教育長 いかがでしょうか。よろしいですか。  

○武藏委員 公表することは、特段、異議はないのですが、「北海道版結果報告書」とい

うのは、道教委の説明責任を果たすというだけで、何か活用されているのでしょうか。 

○松本指導室長 他の市町と比較して、岩見沢市の子どもたちの体力の状況を分析すると

いう意味では、活用の可能性はあるかと思います。 

○武藏委員 はい、わかりました。 

○三角教育長 市としては、市でまとめて傾向を分析して、もっと力をつけさせるような

取り組みができ、道としては、他の市町に対して、指導や助言をする体制の取り組みはで
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きると思います。 

○武藏委員 いいアプローチを期待しています。 

○杉野委員 昨年は、同意して公表されていますよね。 

○松本指導室長 はい。 

○杉野委員 何も支障はありませんか。 

○松本指導室長 支障はありません。道の説明責任を果たすために協力することに同意す

るということです。これを活用して市教委で何か体力向上に向けて取り組みをするかとい

うと、先ほど申し上げたように、他市との比較において検討しながら策を考えるというこ

とが可能かと思います。 

○三角教育長 よろしいですか。  

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 それでは、この件についてご異議がなければ、このようなことで進めさせ

ていただいてよろしいでしょうか。  

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 それでは、よろしくお願いいたします。  

 続きまして、その他に移ります。  

 委員の皆様から何かございませんか。  

（「ありません」という声あり）  

○三角教育長 他になければ、事務局から何かありませんか。  

○松本指導室長 平成２９年度教育委員学校視察のまとめについて でございます。  

 今年度も、市立の小・中・高２６校全ての学校を視察することができました。資料の平

成２９年度教育委員学校視察のまとめをごらんください。視察内容について、成果を白丸、

課題を黒丸で示しております。  

 授業参観では、学校で統一した授業スタイルとして、日常的に「教えて考えさせる」授

業に取り組んでいる学校の取り組みが見られた一方で、教師の一方的な説明に終始し、改

善が進んでいない授業が多々見られるなど、授業の質に学校間格差、教師間格差が明確に

あらわれておりました。 

 懇談においては、校長のリーダーシップのもと、経営方針が具現化され、組織的な学校

改善が進んでいることを実感できる学校があった一方で、校長の経営方針が焦点化されて

いない学校や組織全体に浸透していない学校が見られました。  

 また、学力に関する各種データを経年変化でわかりやすく示す学校や、主幹教諭、教務

主任に説明させる学校、顔写真やプロフィール、コメントを掲載した職員紹介を用意した

学校など、教育委員学校視察に目的や意図、意欲が感じられる学校がありました。  

 教育委員の皆様のご協力により、各学校の教育の現状を把握し、教育活動その他の学校

運営の改善、充実に資する視察ができましたことに感謝申し上げます。ありがとうござい

ました。 
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○三角教育長 ただ今のまとめに関して、何かご意見ご質問等はございますか。  

○杉野委員 学校視察については、本当に我々にとっては、各学校の様子を知るという意

味では、とても有意義な機会だと思います。ただ、自分自身振り返ってみると、不勉強も

あって、なかなか視察の目的に合ったようなコメントもできずに、反省するところばかり

なので、お願いがあります。 

 何かというと、特に今、教育委員会で重点的に推し進めている、例えば、「教えて考えさ

せる」授業づくりだとか、ピア・サポートに基づく授業づくりだとか、あと、今ちょうど、

学習指導要領の改訂時期もあって、道徳や英語の教科化等も入ってくるということで、こ

れらについて、本来であれば、自分自身で勉強しなければならないのですが、ちょっと未

熟な部分もあるものですから、できましたら、来年度の学校視察に向けては、事前に、こ

の定例会の折でも結構ですので、短時間で、そして基本的な内容でよろしいかと思います

ので、事前にレクチャーをいただければ、もっと学校視察が有意義なものになるのではな

いかと思っています。よろしくお願いいたします。 

○松本指導室長 しっかりと取り組んでまいりたいと思います。  

○三角教育長 焦点化するということは、大事なことかもしれませんね。ほかにございま

すか。 

（「ありません」という声あり）  

○三角教育長 それでは、特になければ、来月の定例会の日程ですが、１２月１９日火曜

日が第３火曜日となりますが、委員の皆様よろしいでしょうか。午後２時からということ

でよろしいでしょうか。場所については、であえーる岩見沢４階の会議室１で行います。

それでは、よろしくお願いいたします。  

 ここで一旦休憩とさせていただきます。  

 （以下 秘密会） 

午後２時３０分 閉会 
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